
経営比較分析表（令和6年度決算）
千葉県　がんセンター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 自治体職員 450 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 26 対象 ガ 救 臨 が - - 450 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 446

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

6,311,579 81,693 非該当 非該当 ７：１ 446

Ⅰ 地域において担っている役割
　千葉県がんセンターは、千葉県のがん領域における高度専門的
な医療拠点である。大学病院や地域の中核病院等と役割分担しな
がら、圏域では対応できない医療の最後の砦としての役割を担う
とともに、千葉県全域を対象とし、高度専門的見地から地域医療
を支援している。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 77.7 70.7 70.6 74.7 73.1当該値 97.3 96.1 93.6 95.1 93.2 当該値 66.7 58.7 59.8 59.6 70.7当該値 74.5 67.9 67.8 71.8 70.1

平均値 87.5 89.4 88.9 89.2 87.5平均値 103.9 106.6 103.5 96.8 93.6 平均値 68.4 68.2 68.4 70.9 73.5平均値 84.9 86.9 86.4 86.7 85.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和6年度は、入院患者数の増に伴い医業収益が増加したもの
の、給与改定に伴う給与費等の医業費用の増加で①経常収支比率
および②医業収支比率は前年から微減しており、経営は引き続き
厳しい状況であった。
　今後は、改革プランに掲げた取り組みを着実に実施するととも
に、集患対策による更なる医業収益の増加や経費削減により、収
支の改善を図っていく。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　保有する器械備品などの老朽化が進んでいることから、①有形
固定資産減価償却率、②器械備品減価償却率のいずれも前年から
増加傾向にある。
　なお、保有器械備品の数量自体には大きな変化がないことから
③1床当たり有形固定資産は昨年度とほぼ同水準である。

R06 R02 R03 R04

41.5 39.8 40.7 40.5 37.963.1 当該値74,323 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 63,766 66,386 69,418 70,803

63.0 62.8 61.9 57.044,958 45,168 46,285 50,175 44,373 当該値

18,423 19,190 19,216 20,167

当該値 66,161 68,378 72,658 80,217

28.3

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和6年度は、医業収益の増加により例年と比べ回復している箇
所も見られ、使用病床数も10月から446床となった。しかし、給与
改定による給与費の増加で経営は引き続き厳しい状況であった。
　今後は、改革プランに掲げた取り組みを着実に実施するととも
に、集患対策による更なる医業収益の増加や経費削減により、収
支の改善を図っていく。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

56.0 平均値 26.2 26.3 26.3 28.020,434 平均値 56.7 54.2 53.9 54.172,068 平均値

R05 R06

当該値 10.1 15.0 23.7 29.0 38.6 当該値 27.8

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

103,078,216 102,966,560 108,479,749 109,033,631

平均値 40.8 40.4 33.8 29.9 30.4

46.4 54.9 64.6 70.0 当該値 102,368,26432.2 36.5 43.5 47.0 当該値 36.5

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 49,637,382 50,098,024 50,586,262 51,878,916 54,395,530平均値 69.8 69.7 68.8 68.6 69.5平均値 56.8 58.5 57.4 57.3 57.9
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 - - - 45,484,013 48,248,884平均値 - - - 72.2 72.4平均値 - - - 59.1 60.0

134,831,907 138,375,173

平均値 - - - 121.9 114.5

- - 25.3 39.1 当該値 -- - 6.4 13.9 当該値 -

R05 R06

当該値 - - - 0.0 0.0 当該値 -

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

- -

18.1

2. 老朽化の状況

全体総括

 「経常収支比率」と「医業収支比率」について、平均値と比較し
て良好な状況にある。
　今後も令和３年度に策定された「千葉県立病院改革プラン」の
遂行に尽力し、引き続き収益増に取り組むとともに、費用の縮減
を図っていく。
　「老朽化」への対策については、健全経営を維持しながら現行
施設を適切に維持管理していく必要がある。

※R05は開院月(R5.11月)～R6.3月までの数値。
　R06はR6.4月～R7.3月までの数値。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

69.2 平均値 - - - 18.011,744 平均値 - - - 68.141,859 平均値平均値 - - - 41,075

- - - 105.8- - - 11,693 11,221 当該値

- - - 11,652

当該値 - - - 102,809 100,221 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　④病床利用率、⑤入院患者１人１日当たり収益は平均値と比較
して、良好な状況である。
　特に、⑤入院患者１人１日当たり収益からは、収益性が高いこ
とが見て取れる。これは、当施設が、第３次救急医療施設とし
て、重傷救急患者の治療に当たっていることが要因である。
　一方で費用面では、高度医療に当たっていることから、材料費
等が高額になりやすい。昨今の物価上昇も踏まえて、今後も適切
な予算執行を行う必要がある。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　当センターは、千葉県救急医療センターと千葉県精神科医療セ
ンターとの一体的整備により、令和５年１１月に開院した。
　「有形固定資産減価償却率」及び「器械備品減価償却率」は未
だ平均値より低いが、「１床当たり有形固定資産」が平均値より
高いことから、今後も減価償却費の支出の増加が見込まれる。
　施設の老朽化や安全性を適切に評価し、健全経営を維持しなが
ら、施設修繕や設備更新を効率的に進めていく必要がある。

R06 R02 R03 R04

- - - 28.5 18.660.1 当該値

平均値 - - - 64.7 67.9平均値 - - - 77.5 76.0平均値 - - - 81.0 79.7平均値 - - - 96.3 93.0

当該値 - - - 85.9 89.6当該値 - - - 62.0 59.1- - 63.0 91.1当該値 - - - 62.5 99.0

Ⅰ 地域において担っている役割
　千葉県総合救急災害医療センターは、千葉県全域を対象とする
本県の中央救命救急センター・広範囲熱傷等特殊疾病患者に救命
医療を行う高度救命救急センターとして、また、精神科救急情報
センターとして、最新の医療設備により高度な医療技術を必要と
する救急・精神患者に最良の治療と看護を提供するもので、その
運営は２４時間診療体制のもとで行われている。
　また、循環器内科、心臓血管外科、脳神経外科・脳神経内科、
外科、整形外科、形成外科、集中治療科、麻酔科を主体とした身
体救急と、急性期状態にある精神障害者に対する精神救急に対応
し、災害時にはＤＭＡＴ、ＤＰＡＴを同一病院内で運用できる機
能を活かして、身体・精神両面にわたる総合的な救急医療を提供
する。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 -

- 年度 - 年度 - 年度

- 100

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

6,311,579 22,255 非該当 非該当 ７：１ 100

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 13 - I 訓 救 臨 災 50 - 150 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 100 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
千葉県　総合救急災害医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 45,896,030 47,415,042 47,985,814 49,654,543 52,207,136平均値 71.9 71.2 71.8 71.4 71.2平均値 51.4 51.9 53.8 55.3 55.0

73,789,894 71,270,427

平均値 91.6 100.1 94.9 83.8 87.3

83.9 85.3 87.6 83.9 当該値 66,813,06073.6 75.1 78.5 77.9 当該値 83.8

R05 R06

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 72.5

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

67,572,839 67,758,477

22.2

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常収支比率はR2以降、95%程度で推移していたが、主に人件費
の上昇や物価高騰による費用の増加により悪化した。依然として
赤字が生じていることから収益の増加、費用の抑制に向け、「千
葉県立病院経営強化プラン」に掲げた取組を着実に実施し、経営
改善に努める。
　また、県内小児医療の中核病院として十分な医療を提供するた
め、老朽化している箇所を中心に設備更新を進めていくともに、
中長期的には施設の再整備についても検討を行っていく必要があ
る。R02 R03 R04 R05 R06 R02

65.6 平均値 20.2 20.2 21.1 22.014,926 平均値 63.4 61.3 61.4 63.457,103 平均値平均値 51,594 53,805 56,563 56,401

70.7 73.5 68.6 62.540,530 40,568 39,792 49,432 46,612 当該値

13,767 14,046 14,550 14,823

当該値 109,998 102,090 117,253 105,085 104,954 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率及び②医業収支比率は、診療報酬改定により施
設基準を一時的に変更していたことによる入院収益の減少や人件
費の上昇及び物価高騰による費用の増加により悪化し、医業収支
比率は平均を下回っている。
　④病床利用率は、コロナ禍以降回復傾向であったが、予定入院
患者の風邪等による手術延期の影響により延入院患者数が減少
し、減少した。
　当院の特徴は、希少疾患等に対する高額薬の使用により、⑤入
院患者及び⑥外来患者１人１日当たり収益や⑧材料費対医業収益
比率が類似病院平均を大きく上回っている。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　開院から36年が経過していることから①有形固定資産減価償却
率及び②機械備品減価償却率のいずれも類似病院平均を上回って
おり、施設の老朽化が進行している。
　一方で、設備の更新を順次行っており、③１床当たり有形固定
資産は平均を上回っている。

R06 R02 R03 R04

45.0 44.9 46.9 45.0 44.670.5 当該値

平均値 64.5 63.8 63.4 66.7 68.5平均値 77.6 79.2 78.4 78.2 76.6平均値 80.7 82.3 81.5 81.4 79.8平均値 101.8 106.2 103.5 93.8 90.7

当該値 57.1 51.0 52.8 58.7 57.3当該値 68.8 66.3 68.6 73.5 68.369.0 71.3 76.5 71.6当該値 95.1 95.5 96.9 96.7 91.6

Ⅰ 地域において担っている役割
　全県対応型の小児専門医療施設として、一般医療機関では対応
困難な先天性疾患をはじめとした特殊又は専門的な医療を必要と
する小児の疾患の診断・治療、相談及び指導や小児医学向上のた
めの研究・調査を行っている。
　また、県内の小児医療の拠点として、小児医療を担う人材育成
のための研修医等の受入を行うとともに、県内の小児３次救急医
療の役割を担っている。さらに、地域医療支援病院として、地域
の医療機関と連携した小児医療水準の向上にも努めている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 71.5

- 年度 - 年度 - 年度

- 204

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

6,311,579 21,269 非該当 非該当 ７：１ 204

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 23 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 地 輪 - - 218 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 自治体職員 218 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
千葉県　こども病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)
【70.7】
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③修正医業収支比率(％)
【82.6】
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【93.7】
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【58.0】
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【70.8】
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【53,183,039】
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【57.7】
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 45,896,030 47,415,042 47,985,814 49,654,543 52,207,136平均値 71.9 71.2 71.8 71.4 71.2平均値 51.4 51.9 53.8 55.3 55.0

102,127,355 101,938,150

平均値 91.6 100.1 94.9 83.8 87.3

81.2 80.8 82.2 83.9 当該値 98,585,68667.7 68.3 70.5 71.7 当該値 78.4

R05 R06

当該値 377.7 358.1 323.3 321.0 361.7 当該値 66.7

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

97,140,482 97,472,905

22.2

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和6年度は、補助金収入の大幅減や費用の増加があったが、患
者数は伸び悩んでおり、厳しい経営状況にあった。
　引き続き常勤医師の確保に努めていくとともに、関係各所との
連携を強化し、救急患者の受入れや紹介患者の増加に努めてい
く。
　また、診療報酬の算定状況やＤＰＣデータをはじめとした経営
分析を行い、病院全体としての経営改善に取り組んでいく。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

65.6 平均値 20.2 20.2 21.1 22.014,926 平均値 63.4 61.3 61.4 63.457,103 平均値平均値 51,594 53,805 56,563 56,401

90.2 84.0 77.3 71.711,914 12,510 12,988 13,636 13,803 当該値

13,767 14,046 14,550 14,823

当該値 92,860 97,318 100,548 105,159 104,711 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

 ①経常収支比率及び②医業収支比率ともに類似病院を下回ってお
り、前年度と比較しても下回っている。
　要因として、例年課題となっている、常勤医師の確保に苦慮し
ていることにより、患者数が伸び悩んでいることが挙げられる。
一方、給与費や材料費といった費用は、物価の高騰等により増加
しているため、収支は悪化している。
　また、新型コロナウイルス感染症に係る補助金が令和5年度で終
了したため、補助金収入が大幅に減少しており、経常収支比率が
悪化する一因となっている。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　各種指標が類似病院を上回っている。開院から25年以上を経過
して、設備及び施設の老朽化が進んでおり、故障が相次いで発生
している状況である。
　また、高度専門医療を提供するために必要不可欠な医療機器に
対する②器械備品減価償却率及び③1床当たり有形固定資産が高い
傾向にある。

R06 R02 R03 R04

35.5 34.8 35.1 32.7 35.080.7 当該値

平均値 64.5 63.8 63.4 66.7 68.5平均値 77.6 79.2 78.4 78.2 76.6平均値 80.7 82.3 81.5 81.4 79.8平均値 101.8 106.2 103.5 93.8 90.7

当該値 53.1 53.7 57.2 56.9 54.8当該値 60.3 64.3 67.5 72.0 65.566.2 69.9 74.5 67.8当該値 92.9 99.5 101.4 93.0 85.5

Ⅰ 地域において担っている役割
  循環器系疾患に対する高度専門医療を行うとともに、内科や外
科等の地域医療・救急医療を行い、地域の救急基幹センターとし
ての役割や災害拠点病院としての役割を担っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 62.6

- 年度 - 年度 - 年度

- 167

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

6,311,579 22,000 - 第２種該当 ７：１ 167

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 19 対象 透 I 訓 救 臨 災 輪 - - 220 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 自治体職員 220 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
千葉県　循環器病センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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【58.0】
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【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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【57.7】
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経営比較分析表（令和6年度決算）
千葉県　佐原病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 195 - 4 ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 23 対象 ド 訓 救 臨 災 - - 199 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 143

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

6,311,579 16,652 - 第２種該当 ７：１ 143

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は地域の中核病院として、急性期医療の一般医療活動に併
せ、罹患率の高い消化器がんなどのがん治療及び訪問看護等を行
うとともに、救急基幹センターや災害拠点病院としての役割を担
い、地域住民の医療需要に応えている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 60.3 61.6 61.6 63.6 63.6当該値 78.2 80.0 88.4 77.9 75.1 当該値 46.4 52.3 48.6 51.0 56.4当該値 56.3 57.6 58.0 59.6 59.8

平均値 80.7 82.2 81.7 81.0 79.7平均値 101.8 105.9 104.3 96.3 93.0 平均値 64.5 65.0 63.3 64.7 67.9平均値 77.6 78.6 78.1 77.5 76.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経営の健全性・効率性については、①経常収支比率がR5年度よ
り減少しているが、これは給与改定による人件費の増加が医業収
益の増加を上回ったことによるものである。④病床利用率は、R5
年度より増加しているが、これは延入院患者数が増加したことに
よるものである。また、⑤入院患者１人１日当たり収益及び⑥外
来患者１人１日当たり収益は、ともに平均値を上回っている。⑦
職員給与費対医業収益比率は、給与改定の影響もあり、平均値を
大きく上回っている。⑧材料費対医業収益比率は、R5年度より減
少しているが、これは医業収益の増加に対し、材料費が減少した
ことによるものである。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　老朽化の状況については、①有形固定資産減価償却率、②器械
備品減価償却率ともに平均値を上回っている。これは、長期間使
用している施設・器械備品が老朽化により経年劣化する一方で、
十分に更新できていないことが原因となっている。

R06 R02 R03 R04

17.8 18.7 19.9 19.2 18.1104.4 当該値51,414 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 51,594 39,289 40,846 41,075

111.4 107.2 107.5 102.111,294 12,424 12,171 11,913 11,942 当該値

13,767 11,512 11,831 11,652

当該値 44,710 49,927 54,702 53,137

18.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　医業収支比率は悪化していないものの、「経営の健全性・効率
性」、「老朽化の状況」ともに、依然として改善が必要な状況に
ある。
　R7年度より新たに策定された「千葉県立病院経営強化プラン」
に掲げた取組を着実に実施するとともに、常勤医師の確保を進
め、救急患者の受入れや紹介患者の増加を図ることにより入院患
者を確保し、医業収益を増収させ、経営の健全性・効率性を改善
していく。同時に、老朽化した施設・器械備品については計画的
に更新し、適切な管理に努めていく。R02 R03 R04 R05 R06 R02

69.2 平均値 20.2 17.3 17.9 18.011,744 平均値 63.4 67.1 66.9 68.141,859 平均値

R05 R06

当該値 498.9 499.9 514.8 545.5 561.2 当該値 64.8

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

56,327,528 56,891,814 58,056,995 58,181,055

平均値 91.6 121.6 118.9 121.9 114.5

82.3 82.0 77.2 76.6 当該値 44,508,69363.1 64.9 66.6 68.1 当該値 79.8

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 45,896,030 43,530,781 44,196,357 45,484,013 48,248,884平均値 71.9 73.9 74.3 72.2 72.4平均値 51.4 58.1 59.4 59.1 60.0
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④病床利用率(％)
【70.7】
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③修正医業収支比率(％)
【82.6】
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①経常収支比率(％)
【93.7】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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